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調査研究の目的
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 SIP-adus第２期自動運転（システムとサービスの拡張）研究開発計画

「自動運転を実用化し普及拡大していくことにより、交通事故の低減、交通渋滞の
削減、交通制約者のモビリティの確保、物流・移動サービスのドライバー不足の改
善・コスト低減等の社会的課題の解決に貢献し、すべての人が質の高い生活を送
ることができる社会の実現を目指す」

社会的受容性醸成のため
の基礎資料

企業経営、政策形成への
活用

インパクト（効用と潜在リスク）
の定量化・金銭価値化

メーカの市場投入方法や政
府の政策によるインパクト
の違いに注目



研究項目

2

③ 道路交通へ与える影響

ⅰ. 交通制約者及び過疎地等の交通不便地域でのモビリティ確保
ⅱ. 物流・移動サービスのドライバー不足への対応とコスト削減
ⅲ. 自動車の所有と利用、移動に関する消費者の選択構造の変化

ⅰ. 自動車の保有構造等の変化による自動車産業全体への影響
ⅱ. 日本経済の全要素生産性の向上への貢献

④ 交通サービス分野への影響

⑤ 産業・社会分野への影響

① SDGs との関連性の整理

② 自動運転車の普及シミュレーション

ⅰ. 交通事故逓減効果の推計
ⅱ. 交通渋滞削減効果及びCO2排出削減効果の推計

⑥ 国際連携体制の構築

⑦ 有識者検討会の開催



実施体制
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東京大学
モビリティ・イノベーション連携研究機構

③ⅱ. 交通渋滞削減効果及びCO2排出削減効果
の推計

④ⅱ. 物流・移動サービスのドライバー不足への対
応とコスト削減

⑥国際連携体制の構築
⑦有識者検討会の開催

同志社大学
技術・企業・国際競争力研究センター

①SDGs との関連性の整理
②自動運転車の普及シミュレーション
③ⅰ. 交通事故逓減効果の推計
④ⅲ. 自動車の所有と利用、移動に関する消費者の選択

構造の変化
⑤ⅰ. 自動車の保有構造等の変化による 自動車産業全体への影

響
ⅱ. 日本経済の全要素生産性の向上への貢献

⑥国際連携体制の構築
⑦有識者検討会の開催

香川大学（再委託）
②自動運転車の普及シミュレーション
④ⅲ. 自動車の所有と利用、移動に関する消費者の選択

構造の変化
⑥国際連携体制の構築

鳥取大学（再委託）
④ⅰ. 交通制約者及び過疎地等の交通不便地域

でのモビリティ確保



主な項目のスケジュール
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2018年度，2019年度

・自動運転とSDGsの関連性の整理

・自動運転の普及シミュレーション

・渋滞削減効果，CO2削減効果の試算

・将来の物流ドライバー不足の推計

・過疎地等における自動運転導入の効果の整理

・日独共同研究

2020年度

・交通事故逓減効果の推計

・自動車の所有と利用，移動に関する消費者の選択構造の変化と、それを踏まえた自動運転の普及シミュ

レーション

・産業社会分野への影響推計

・物流分野における自動運転導入による効果の整理

・日独共同研究



普及シミュレーションの目的
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 各種インパクトアセスメント（交通渋滞，CO2排出量等）を試算する際の基礎

データとして使用

 政策や施策による影響を評価するための基礎データの提供

・自動運転車に対する政策措置（経済的インセンティブ設定、自動運転デバイス

の搭載義務化、保持要件緩和免許の導入など）

・OEMの市場投入策（市場投入時期、価格）

・社会的受容性の向上



普及シミュレーションの概要
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本研究における分類 推計方法の概要 アウトプット

オーナーカー
〇Web調査の結果を用いて技術に対する消費者の選択構造をモデル化
〇「④-ⅲ. 車の所有と利用、移動に関する消費者の選択構造の変化」の研
究結果を取込み、オーナーカーから移動サービスへの移行をモデル化 保有台数

新車登録台数
走行量移動サービス

「④-ⅱ. 物流・移動サービスのドライバー不足への対応とコスト削減」の研
究結果を利用

物流サービス

2050年2045年2040年2035年2030年2025年2020年2015年

「道路交通センサス」などの基礎データの最新調査年度

シミュレーション期間（2015年～2050年、5年毎に推計）

1. 推計の分類

2. 対象期間



普及シミュレーションにおける自動運転車の分類

カテゴリ 高速道路 一般道路 対応技術など

C0 SAE Lv.0 SAE Lv.0 運転支援装置なし

C1
SAE Lv.1

運転支援
SAE Lv.1

・衝突被害軽減ブレーキ
・ペダル踏み間違い時加速抑制装置
・車線逸脱警報装置
・車間距離警報装置

C2
SAE Lv.2

部分運転自動化
SAE Lv.1

C1に加え、
・高速道路におけるレーンキーピングシステム（LKAS)+

ACC(アダプティブ・クルーズコントロール）（低速から停止も含む
全車速域対応)

・高速道路における自動レーンチェンジ

C3
SAE Lv.3

条件付運転自動化
SAE Lv.2

C2に加え、
・高速道路におけるLv.3

・一般道におけるLv.2

C4
SAE Lv.4

高度運転自動化
主要幹線道路における

SAE Lv.3

C3 に加え、
・高速道路における Lv.4

・一般道の主要幹線道路における Lv.3

・一般道では、システムの要請に応じて運転操作の引継ぎ
（TOR）が発生

C5
SAE Lv.4

高度運転自動化
主要幹線道路における

SAE Lv.4

C4 に加え、
・一般道の主要幹線道路における Lv.4

・運転操作の引継ぎ（TOR）は発生しない

C6
SAE Lv.5

完全自動運転化
77



自動運転カテゴリ別の賛同率曲線（オーナーカ－）
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普通乗用車 小型乗用車

軽乗用車

自動運転カテゴリ別の賛同率曲線を、Webアンケートの個票データを用いて導出。



普及シミュレーションの流れ（オーナーカー）
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GDP
人口

１．必要となる
保有台数の推

計

２．新車登録
台数の推計

３．新車を自
動運転カテゴリ
別・電動化別に

案分

４．自動運転
カテゴリ別・電動
化別保有台数

の推計

５．自動運転
カテゴリ別・電動
化別走行量の

推計

新車登録台数 保有台数 走行量

車種別・業務別
自動運転カテゴリ別
電動化別

残存台数

前年の保有台数

残存率

1台当たり平均走行量



自動運転導入による交通渋滞削減効果の推計の考え方
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出典：国交省国総研資料
（http://www.nilim.go.jp/lab/qcg/japanese/2reserch/1field/36smoothingsag/）



自動運転導入による交通渋滞削減効果の推計方法
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・高速道路のサグ部における渋滞が発生している片側2車線区間，ならびに3

車線区間の2区間を対象に、自動運転車の普及率を変化させて交通シミュ
レーションを実施

・高速道路では交通集中による渋滞の半分近くがサグ部・上り坂を起因として
いることから，全国のサグ部渋滞（上位30区間）を対象として推計を実施



自動車交通流からCO2排出量を計算する際の考え方
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出典：平成30年度戦略的イノベーション創造プログラム （自動走行システム）
地域交通CO2排出量可視化技術の開発及び実証報告書



Thank you


